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序

山梨県東八代郡中道町に所在する本県の前期古墳を代表する銚子塚古墳、 丸山塚古墳は国の

史跡に指定されておりますが、 先 年この両古墳を含む曾根丘陵の地約40haが風土記の丘建設地

に選定され、 その建設 ・ 整備の基本計画が審議されて参っております。

その結果、 まず上記両古墳の同庫補助による保存整備事業が、 1983年度から5 か年計画で実

施されることになりました。 この事業は古墳の保存を目的とするものですが、 あわせて学術 ・

文化 ・ 教育の場として活用を図るためのものであり、 具体的資料を墓に整備を実施していくこ

ととなりました。 本報告書はその具体的資料を得るため当センタ ー が実施した3 次にわたる発

掘調査と、 それを基に行った整備工事との結果をまとめたものであります。

この一 連の発掘調査において両古墳とも墳丘の規模の復元が試みられるまでになり、 また銚

子塚古墳では前方部正面および周溝の形態の把握、 段築、 葺石、 埴輪、 木製品などの状況が、

また丸山塚古墳では石室およぴ周溝の形態の把握、 段築、 埴輪などの状況が合わせて明らかと

なりました。 このうち特に銚子塚古墳出土の壺形埴輪は口縁部に三巴と考えられる透かし孔を

もつ類例のない形態であることが、 また丸山塚古墳の石室の壁からは該時期のものとすればわ

が国最古と考えられる珠文が確認されるなど、 新たに見るべき成果を上げることができました。

古墳は整形 ・ 芝貼りされ、 また親しみやすく、 かつ散策 ・ 休養などができるように極めて快

適な環境に整備されましたので、 今後多くの方々に活用していただけるものと信じております。

それと共に史跡保護のために一 Hも早く万全の管理体制が樹立されますよう願っております。

本事業を遂行するに当たりましては、 文化庁、 調査指導委員、 風土記の丘整備委員会の先生

方にご指導を受け、 また現地などで多くの先生方から直接、 間接に指導• 助言をいただきまし

た。 整備事業は監理を県土木部に依頼し、 石和土木事務所に実施していただきました。 ここに

ご指導を賜った諸先生、 お世話になった関係機関各位、 直接調査に当たられた皆様方に厚くお

礼申し上げます。

ただ残念なことは、 1976 年以降風土記の丘建設委員会委員として、 また1982 年以降は同整備

委員会委員長として、 先頭に立って本事業の推進に献身してこられました井出佐重先生が、 昨

年9 月 17 日溢焉として逝去されたことであります。 末筆ながら、 先生から賜った数々のご指導

に改めて深謝し、 謹んでご冥福をお祈りする次第であります。

1988年3 月
山梨県埋蔵文化財センタ ー

所 長 磯 貝 正 義



例 ロ

1. 本書は山梨県東八代郡中道町に所在する史跡銚子塚古墳附丸山塚古墳の国庫補助を受けた

保存整備事業（昭和 58-62年度）の報告書である。

2. 保存整備事業に伴う発掘調査は次のように実施した。

第 1 次調査 昭和58年12月 16 日～昭和59年 2 月 21 日 銚子塚古墳および丸山塚古墳の墳丘遺

存状況、 範囲確認の予備調査

第 2 次調査 昭和59年 6 月 11 日 -12月 22 日 丸山塚古墳発掘調査

第 3 次調査 昭和60年 7 月 26 日 -12月 12 日 中間地帯および銚子塚古墳発掘調査

3. 本書の執筆は坂本美夫が担当した。

4. 実測図、 出土遺物の整理は坂本を中心に実施した。

5. 壺形埴輪の写真撮影は塚原明生（日本写真家協会々員）が行った。

6. 実測、 写真、 出土遺物は山梨県埋蔵文化財センタ ー に保管されている。

7. 本報告書の作成にあたっては文化庁 ・調査委員· 整備委員会の先生方、 それに次の方々か

ら御教示、 御援助を得た。 記して謝意を表する次第である。

石野博信、 泉森 咬、 千賀 久、 茂木雅博、 三木 弘

8. 出土品整理参加者

後藤良美、 若尾澄子、 和田宏美、 高野俊彦、 宮沢公雄

凡 例
l. トレンチ等のポイントはAが墳丘側（内側）、 Bが周溝側（外側）とする。 なお脇の数字

は標高を表わす。 また、 ▲、 △は変換点で、 その上下の数字が標高を表わす。

2. 遺物番号のカッコ内は出土トレンチ番号である。

3. 銚子塚古墳のトレンチ番号を次のように変更した。

旧 新 旧 新 旧 新

l → 1 10 → 10 18、 くびれ→13 

2 → 2 11 → 11 

3 → 3 12 → 12 

4 → 4 13 → 5 

5. 6 は欠番 14 → 6 

7 → 16 15 → 7 

8 → 8 16 → 15 ， → ， 17 → 14 
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1. 位置

第l章 位置と環境

第1節 位置と地理的環境

史跡銚子塚古墳附丸山塚古墳の所在する東八代郡 中道町は、 甲府盆地の南東縁に位置する。

東を境川村、 南を上九 一 色村、 西を豊富村、 北を笛吹川を挟んで甲府市と接し、 束を境川、

西を七覚川、 北を笛吹川に画され、 南を御坂山塊に遮 られた南北に細長い町域を見せる。 両

古墳は、 この町域の北西付近、 下曾根地区に位置する。 中央本線石和駅より南東方向約8.5

kmの距離にある。

2. 地理的環境

甲府盆地南東縁を、 北東か ら南西に向か って流れる笛吹川の左岸には、 沖積地を挟んで東

西約12.5kmにわたり、 標高270-400mの高さの曾根丘陵が続 く。この丘陵の前縁は急傾斜で平

地の沖積地へと落ち込む。 さ らに御坂山塊に源を発する中小河川によって浸食され、 幾つか

の舌状台地を形成する。 その一つに滝戸川と間門川とによって形成された台地がある。 この

先端に標高340.2mの東山があり、 その山麓を中心に分布している古墳群を東山古墳群と呼

称している。 銚子塚古墳と丸山塚古墳は その 中核を占める一つであり、 丘陵と平地とが接す

る傾斜変換線上の標高255m付近に位置している。

第2節 歴史的環境

の古墳が造られるよう
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になる。 特に中道町地域には東山古墳群• 金沢古墳群• 米倉山古墳群といった本県を代表す

る古墳群が造られる。

東山古墳群には銚子塚古墳（前方後円墳、 全長169m)、 丸山塚古墳（円墳、 直径72m)、

大丸山古墳（前方後円墳、 全長100m)、 金沢古墳群には天神山古墳（前方後円墳、 全長130

m)、 米倉山古墳群には本県最古の、 しかも唯 一 の前方後方墳と考えられる小平沢古墳といっ

た、 本県における最古で最大級に属する古墳が集中する地域であり、 この地が古墳時代の前

半代に本県の中枢地域を形成していた事を物語っている。

だが中道町地域も、 5世紀中頃の築造と考えられる天神山古墳を最後に大型古墳は見られ

なくなり、 逆に中道町以外の曾根丘陵上の周辺地域に比較的規模の大きな古墳が築造される

ようになり、 その勢力の衰退が窺がえ、 さらに6世紀頃になると曾根丘陵地域全体が衰退を

みせ、 中心が盆地北縁地域に移って行く。 しかし、 最近調査された中道町地域の幾つかの後

期古墳から、 銅銃、 銀象嵌円頭太刀、 金銅製馬具、 桂甲小札などの出土が確認され、 中道町

地域に銚子塚古墳などを築いた伝統的勢力はやや勢力的に弱体化したものの、 依然としてそ

の勢力を温存していたことが捉えられるところとなった。

さらに東山古墳群の後背地には、 弥生時代から古墳時代にかかると考えられる多数の方形

周溝墓を検出した上の平遺跡や、 その集落址の一部ではないかと考えられる立石 • 宮の上遺

跡などが見られ、 本県の古墳出現期の過程を考えるうえで欠くことのできない存在となって

いる。

第3節 銚子塚古墳および丸山塚古墳の概要

銚子塚古墳

主軸を東西におき前方部を東に向ける前方後円墳で、 傾斜変換線上に立地している。 昭和

3 年に偶然の機会から後円部の竪穴石室が発見され、 多数の副葬品が出土した。 石室は割石

小口積みで後円部のほぽ中央に位置し、 墳丘主軸とほぼ直交する。 遺物には内行花文鏡、 三

角縁神人車馬鏡、1方製三角縁神獣鏡、 だ龍鏡、1方製画文帯神獣鏡、 水晶製勾玉、 硬玉製勾玉、

碧玉製勾玉、 碧玉製管玉、 車輪石、 石釧、杵形石製品、 直刀、 剣、 鉄斧、鉄鏃などが見られ、

東日本の古式古墳としては畿内的色彩の濃い古墳として注目される。 三角縁神人車馬鏡は岡

山県車塚古墳、 群馬県三本木古墳出土鏡と同箔関係にある。

丸LI I塚古墳

銚子塚古墳の東側の傾斜変換線上に立地している円墳である。 明治40年に偶然の機会に竪

穴石室が発見され、 石室内より多数の副葬品が出土した。 画文帯神獣鏡、 直刀、鉄斧、鉄鏃、

鎌、 石釧などが見られる。
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第2章 保存整備事業の全体計画

第l節 経過

山梨県東八代郡中道町下曾根に所在する銚子塚古墳は昭和 3 年、 丸山塚古墳はさらに遡る

明治40年にそれぞれ石室が発見され、 県内はもとより東 日本最大規模の前方後円墳および円

墳として、 豊富な副葬品などは古代史解明のうえに欠くことのできない重要な存在として位

置ずけられ、 昭和 5 年 2 月 28 日に国指定の史跡となった。

その後、 昭和49年にこの地に史跡を中心とした「風土記の丘」、 また昭和50年に史跡周辺

地域に建設省の都市公園「曾根丘陵公園」の建設が決定され、 あわせて「風土記の丘 ・ 曾根

丘陵公園」として用地40.4haの買収が計画的に進められることになった。

県教育委員会は、 このうちの史跡部分の買収と整備および区域内の遺跡の調査を実施する

ことになり、 昭和5 1年に風土記の丘建設委員会を設置、 昭和57 年度以降は風土記の丘整備委

員会を設置して、 史跡およぴ区域内の遺跡の保存· 整備などの基本計画を策定してきた。

その結果、 史跡地域に関しては昭和52·53年度の2箇 年で、 銚子塚古墳の北西の周溝の一

部を除き買収、 公有地化された。 これに伴い昭和58年度から昭和6 1 年度にかけて保存整備事

業が実施されることになった。 なお昭和6 1 年度に保存整備事業の最終年度が、 昭和6 2年度ま

で繰り延べされることとなった。

第2節 目的と方針

本事業は、 史跡の公有地化後の古墳の保存を目的として整備を行 い、 もって学術 、 文化、

教育の場として活用を図るものである。

古墳の保存整備は、 まず古墳の遺存状況を把握するための発掘調査を実施し、 その結果を

検討のうえ規模、 形態の復元をおこない整備実施設計書を作成、 かつ整備に当たっては墳丘

斜面などの掘削は極力控え、 必要に応じて土を補充して整形、 芝貼りするのを基本とした。

また墳頂のクヌギや松などの樹木も歴史的自然空間として、 芝の育成に支障にならない程度

の間伐とした。 さらに墳丘上の四阿および石碑、 祠などは景観上墳丘の下に移設することと

した。

史跡の活用としては、 親しみやすく、 かつ散策· 休養できる場所としての修景をも加味し

た。 具体的には外形の盛土整形、 周溝の砂利敷き、 石室の位置の表示とその解説板の 設置、

さらに中間地帯は休養場所的性格を持たせ芝貼り、 植栽 を行 い、 あわせて四阿、 ベ ンチ、 照

明施設、 説明板の設置を行う。 さらに丸山塚古墳、 銚子塚古墳、 中間地帯を相互に結ぶための園

路を設けることなどである。
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第3節 全体計画（年度計画）
昭和58年度

銚子塚古墳、 丸山塚古墳の墳丘および周溝の遺存状況確認のための考古学調査（第1 次） 、

史跡境界杭と説明板の設置、 航空測量による20 0 分の1の実測図作成。

昭和59年度

丸山塚古墳の石室位置および形状、 墳丘の段築、 周溝の考古学調査（第2 次）。 丸山塚古

墳整備実施設計の委託、 墳丘整形、 芝貼り、 園路整備、 石室位置表示、 墳丘上排水工事。 保

存整備事業第1 · 2 年次概報刊行。

昭和6 0 年度

銚子塚古墳、 丸山塚古墳の中間地帯、 銚子塚古墳の石室の位置、 形状、 墳丘の段築、 葺石、

埴輪、 周堤などの考古学調査（第3 次） 。 中間地帯および銚子塚古墳の整備実施設計の委託。

丸山塚古墳の周溝の砂利敷き、 排水工事、 石室の説明板設置、 中間地帯の芝貼り、 植栽 、 園

路整備と休憩 ・ 照明施設、 説明板の設置。 保存整備事業第3 年次概報刊行。

昭和6 1年度

銚子塚古墳の墳丘整形、 園路、 石室表示、 周溝部排水工事、 砂利敷き。

昭和62年度

銚子塚古墳の芝貼り、 周溝部およぴ周辺 部の植栽。 保存整備事業報告書の刊行。

なお、 この整備事業の監理は県土木部に依頼し、 石和土木事務所において実施した。

施工業者

丸山塚古墳 墳丘土エ、 芝貼り、 植栽 ー （樹富士緑化、 周溝土エ ー （樹中道典業

説明板 ー 大面建設（樹

銚子塚古墳 墳丘 ・ 周溝土工 ー （樹中道興業・ 荻野工務所、

墳丘芝貼り、 植栽 ー （樹山梨化工産業、 説明板 ー 大面建設（樹

中 間 地 帯 土工 ー （樹中道興業、 植栽 ー （樹富士緑化、 説明板、 照 明、 ベ ンチ、

卓 ー 大面建設（樹、 四阿 一 石田工業（樹

第4節 整備および調査組織
1 • 整備委員会組織

会長 （故） 井出佐重（昭和57-62年9月 ） （文化懇話会々長、 県立考古博物館協議会々長）

植松又次（昭和62年10月 ～） （県文化財保護審議会委員）

委員 植松又次（昭和57-62年10月 ）、 斎藤忠（大正大学名誉教授、 文化庁文化 財保護審議

会専門委員）、 佐藤八郎（県文化財保護審議会委員）、 谷ロ 一夫（財）山梨文化財研究所々

長）、 山本寿々雄（日本考古学協会員）、 羽中田壮雄（県文化財保護審議会委員、 昭和

6 3年2 月～）、 花岡利幸（山梨大学工学部教授）、 田畑貞寿（千葉大学園芸学部教授） 、

植松春雄 （山梨学院短期大学教授、 県文化財保護審議会委員） 、 櫻 井健 一 I <中道町
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長）、 土屋清夫（中道町議会議長、 昭和58年度）、 平川義照（同、 昭和59·60年度）、 渡

辺五六（同、 昭和61·62年度）、 長田章（中道町教育長、 昭和58-61 年度）、 小沢義正

（同、 昭和62年度）、 清水治雄（中道町文化財審議会長、 昭和58·59年度）、 長田新治

郎（同、 昭和60 -62年度）、 清水泰夫（県土木部技監、 昭和58年度）、 小倉健（同、 昭

和59·60年度）、 原一 （同、 昭和61年度）、 長田忠男（同、 昭和62年度）、 河澄力（県教

育次長、 昭和58年度）、 桜井茂（同、 昭和59·60年度）、 里吉二郎（同、 昭和6 1年度）、

新堀弘雄（同、 昭和62年度）

文化庁 記念物課調査官 加藤允彦

設計 （樹丹青社

監理 山梨県土木部石和土木事務所

事務局 県教育庁文化課、 県 ＿十．木部都市計画課

2. 調査組織

調査主体

調査機関

調査指導

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センタ ー

斎藤 忠 大正大学名誉教授、 文化庁文化財保護審議会専門委員、

山梨県風土記の丘整備委員

大塚初重 明治大学教授

本村豪章 東京国立博物館原史室長（昭和58年度）

岩崎卓也 筑波大学教授

調査担当者 山梨県埋蔵文化財センタ ー 文化財主事

田代 孝（昭和58年度）

小林広和（昭和58年度）

坂本美夫（昭和58-60年度）

調査参加者 佐野勝広（現小淵沢町教育委員会） 、 林部光（奈良大学） 、 堀之内泉（同） 、

鈴木直（帝京大学） 、 相楽芳正（同） 、 宮沢公雄（法政大学、 現（助山梨文化財

研究所第3室長） 、 河西学（東北大学、 現卸山梨文化財研究所第4室長）

出月遊亀子、 出月満寿江、 池谷美恵子、 岩下厚美、 石原はつ子、 江川勝子、 長

田可祝、 金沢一 子、 弦間千鶴、 弦間文代、（刷後藤敬 一 、 小橘田はるみ、 斎藤多

喜子、 斎藤つね子、 志村秋子、 志村りか子、 清水大、 曽根攻、 竜沢みちこ、 高

野俊彦、 丹後幸子、 堀之内泉、 三浦昌富、 宮沢紀夫、 宮沢まさみ、 宮川和幸、

矢崎喜美江、 矢崎ます子、 矢崎悦子、 山本真喜子、 山本静子、 渡辺礼子、 渡辺

節子、 若尾澄子
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1 • 石 室

第 3 章 発 掘 調 査

第1節 銚子塚古墳

石 室の主 軸 方向 と 考 えられる南 北 と 、 これに直 行す る東西方向 と にセ ク シ ョ ンベ ル ト

を設定して掘り下 げた。 セ ク シ ョ ンベ ル ト の交点 付 近 で小 礫 混 入 褐 色 土を15cm ほ ど 掘り下

げたと ころ 、 黒 色 土（粘 土） に達 した。 この黒 色 土は20度ぐ らい の角度で東 ・ 西方向 にカ

マ ボ コ 状に落 ち 込 み、 下 方では黒 褐 色 土（粘 土） と なってい る。 これらの下 5 -10cm に偏

平 な礫 や栗 石など が、 やはりカ マ ボ コ 状に存在 す るのが確認された。 控 え積 みであろ う。

この控 え積 みは南 北 方向 に おい ても 捉 えられた。

交 点 より約 2 m 北側 の深 さ20cm付 近 におい て、 す り鉢 状に穿 たれ砂利 砂 の充 填 されてい

る、 昭和45年当時 の開 口 部分が確認された。 その開 口 部の南 側 には大型 の天井石の上面の

一 部が覗 い ており、 かつ周 囲 には偏 平 な礫 や栗 石が散乱 してい る状況であった。 なお黒 色

土など は部分的 に確認 された程度であった。

控 え積 みの北側 部分は曲 線 を描 くように偏 平 な 礫 が並 べられ縁 をなし 、 また礫 の切 れる

付 近 の土層 に垂 直に落 ち 込む部分があり掘り方と 考 えられた。 南 側 は深 掘りをしなかった

ため北側 のような状況は確認 されなかったが、 栗 石など の明瞭 に切 れる部分が確認された。

東西方向 でも 礫 など の切 れる状況と 、 その付 近 で土層 が垂 直に近 い 角度で落 ち 込む状況が

確認された。 これらから控 え積 みは東西9. 5m 、 南 北 5 m の規模で、 石室基底 （長さ6.5 m 、

幅0.9m ) より周 囲 のl.5-l.8 m を覆 ってい ること になる。

2 . 墳 丘 お よ び 周 溝

1 - 1 号 ト レ ン チ 前方部正面の墳丘側 に設定し たト レ ンチである。 墳頂 に近 い部分で

は15cm ほ ど で墳丘封 土に達 す る。 現状の畑 の境 である石垣 のやや上方、 A 点 より4. 16 m 当

たりに緩 やかであるが変 換 点 が見られ、 2 · 16号 ト レ ンチと の関係 から中段 と 考 えられる。

A 点 より18.05m 、 水路の直下 当 たりに墳端 と 考 えられる変 換 点 がある。 頭大の礫 が堆 積

してい たが、 積 み重ね られた様子 は認められなかった。 周溝は現地表より2. 1 5 m で青 灰 色

粘 土層 の底 と なる。 なお墳丘封 土には版築の状況を示す と 思 われる士 の変 化が認められた。

1 - 2 号 ト レ ン チ 前方部正面の周溝側 に設定し たト レ ンチである。 A 点 より3. 5 m と6.

6 m あたりに変 換 点 がある。 前者 が周 溝 外縁 部の基底 、 後者 が肩 に当たる。 周溝 は現地表よ

り1.8 m で青 灰 色 粘 土層 の底 と なる。 肩 部 より外側 は等 高 線 の傾 斜に沿 って緩 やかに低 まっ

て行 く。

2 - 1 号 ト レ ン チ 前方部南 側 の墳丘上に設定したト レ ンチである。 A 点 より12.2 m あ

たりに変 換点 があり、 また僅 であるがテ ラ ス 面も 見られる。 この変 換 点 より下 方のA 点 よ

り16-18 m 付 近 には頭大の礫 が散乱 しており、 葺石の用材 と 思 われる。 さらにこの下 から

現 状の石垣 までの間に拳 大前後の礫 が厚 さ60cm 程に堆積 し、 開 墾 の大きさが分かる。 また
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第5 図 石 室 展 開 図（明治大学考古学研究室原 図）
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その中から陶 磁 器 片 も出

土し た。 A 点 より24.15 m 、

現状の石 垣 の直下あたり

に墳 端 の変 換 点 があ る。

墳端 に頭大の礫 が厚 さ60

cm程 に堆 積 し てい たが散

乱 してい る状況 で あった。

周 溝 は現地表から2.1 5 m 

で 、 青 灰 色 礫 層 の底 と な

る。

2 - 2 号 ト レ ン チ 2 -

1号 ト レ ンチの 南 側 に設

定し たト レ ンチである。

A 点 より4. 0 m と 7.2m に

変 換 点 が見られる。 前者

は周溝外縁部の基底 、 後

者 が肩 部に当 たろ う。 な

お肩 部の変 化は緩 やかな

もので ある。 周溝底 は深

さ2.3m で、 青 灰 色 礫 層

の底 と なる。

2 - 3 号 ト レ ン チ 2 -

2 号 ト レ ンチのさらに南

側 に設定し たト レ ンチで

ある。 A 点 より4.5 m に変

換 点 が見られる。 周 溝 外

縁 の肩 部であろ う。

3 - 1 号 ト レ ン チ 前

方部南 側 のくびれ部に近

い 墳丘上に設定し たト レ

ンチで ある。 2 - l 号 ト レ ンチ同様開 墾 に よると 考えられる小 礫 を混 入 し た互 層 が厚 さl .

-� 霊可仰

3m に堆 積 し てい る。 A 点 より5 . 9m 、 現状 の石 垣 の直下あたりに 変換 点 が捉 えられる。 頭
大 あるい はそれ以 上の 大きさの礫 が厚 さ40cm 程に堆 積 す るが、 きちっと 据 えられてい る様
子 は見られなかった。 周溝は現地表から1.94 m で、 青 灰 色 礫 層 の底 と なる。

3 - 2 号 ト レ ン チ 3 - l サ ト レ ンチの南 側 に設定し たト レ ンチである。 A 点 より4.0
m に 周溝外縁 甚 底 の変 換 点 が ある。 こ こ か ら南 側 に延 びる外縁 の 立ち上がり角 度 は緩 やか
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である。 この間のA 点 よ り10.9m 、 16 . 3m に肩 部の変換点 が見られる。 周溝は 現地表よ り2.

44 m で、 青 灰 色 礫 層 の底 となる。 なお底 よ り56cm 上 方の間の互 層 は 、 植物 の腐 食 したもの

が多く含 まれていた。

4 - 1 号 ト レ ン チ 後円部の南 側 の斜面に設定 し たト レ ン チである。 A 点 より1 2. 8 m 、

23.69m に中 段 と葺石、 それに埴輪、 A 点 よ り33. 55 m 、 B 点 より4. 91 m に墳端 の変換 点 と 裾

石積 みとが見られた。 上部丘の中 段 テ ラ ス 面は幅0. 7 4-2. 3m を測り、 この上方に幅 1.4 m 

で葺石が見られる。 下部丘の中 段 テ ラ ス 面は幅 1. 72m を測り、 肩 部に円筒 埴輪の基部が樹

立された状態で確認 された。 またその上 方に幅0. 86 m で葺 石が見られた。 墳端 には頭 大の

礫 が厚 さ60cm程 に堆 積 する。 これを排 除して行くと最 も下に直径 50cm 前後の大型 の礫 を据

えた墳端 石積 みがある。 なおこの石 積 み部の墳丘側 の封 土は黒 色 粘 土層 であった。 周溝は

現地表から1 . 42m で、 灰 褐 色礫層 の底 となる。

4 - 2 号 ト レ ン チ 4 - l 号 ト レ ン チの南 側 に設定し たト レ ン チである。 A 点 よ り3. 7 5  

m 、 9. 64 m に変 換 点 がある。 前者 は 周溝外縁 部の基底 、 後者 は 肩 部である。 外縁 は 小 ～中

礫 層 の互 層 よ りなる地山 を削 り、 比 較 的急 角 度 に立ち 上 がる。 底 部近 くに植物 などの自 然

遺物 が見られた。

5 号 ト レ ン チ 後円部南 側 のくびれ部に近 い墳丘状に設定し たト レ ン チである。 墳頂の

A 点 よ り10 .55 m 、 20 .55m に変換点 と葺石 それに埴輪がみ られる。 上 部丘の中 段 テ ラ ス 面

は 幅 90cm を測 る。 このテ ラ ス 面よ り埴輪の大型 破 片 が検 出された。 壷 形埴輪、 円筒 埴輪、

朝 顔 形埴輪 （ 第1 図、 第2 図l 、 第3図 l ) などであり、 小 礫 を多く含む堆 積 土中 から発

見された。 基部あるいは底 部の確認できたのは壷 形埴輪のみで、 これも墳丘 の封 士 に埋 め

込 まれた状態ではなく、 埴輪列 が回 っていたのか否 か明確 にできなかった。 これより上 方

に幅2. l m で葺石が見られる。 下部丘の中 段 テ ラ ス 面は明確 にならなかったが、 円筒 埴 輪

の基部が樹 立された形で確認され、 かつ その上 方の葺 石の状況などからA 点 より20. 55 m 

付 近 を変 換 点 とした。

6 号 ト レ ン チ 4 号 と5 号 ト レ ン チの中 間で、 墳端 から周溝にかけて設定したト レ ン チ

である。 A 点 より4. 12m に墳端 の変換点 、 19.0 3m に周 溝 外縁 の基部、 23. 6 9m と29. 35 m と

に肩 部の変 換 点 が見られる。 墳端 には 礫 の堆積 が厚 く見られ、 その下から大型 の石材 が一

列 に据 えられているのが確認 され、 墳端 石積 みと考えられる。 また墳端 際 に直径 10cm ほ ど

の自然 木が横 たわっていた。 外縁 部の立ち 上 がりは ほ とんどが中 ～ 大礫 の互 層 を削 ったも

ので、 法 面が長 い。 周溝は2.02m で、 青 灰 色 粘 土 層 の底 となる。 周溝の幅 は墳端 から基部

までが14. 88 m を測る。

7 号 ト レ ン チ 後 円部西側 墳丘上 に設定したト レ ン チである。 A 点 より2. 15 m に墳端 の

変 換 点 がある。 周溝は 深 さ1. 35 m で、 青灰色礫 層 の底 となる。

1 4号 ト レ ン チ 後円部北側 のくびれ部に近 い墳丘に 設定し たト レ ン チである。 A 点 より

4.0l m 、 1 3. 86 m に中 段 の変 換 点 と葺石、 21. 66 m に墳端 の変換 点 が見られる。 上 部丘の中 段

テ ラ ス 面は ほ と んど残 っ ておらず、 その上 方に葺石が幅 2. 7 m で見られる。 下部丘の中 段 に
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第9 図 ト レ ンチセ ク シ ョ ン 図(4 )

は幅1.48 m のテ ラ ス 面が見られ、 また上方には幅3.7 m で葺石 がある。 墳端 には礫 が厚 さ70

cm ほ どに堆 積 していたが、 明確 な石積 みは見られなかった。 周溝は墳端 か ら平 坦 とはなら

ず、 弓 状でしかも外側 に向 かって低 まって行 く。 底 までは38cm ぐ らいで達 し、 黒 褐 色 中 ～

大礫層 である。

1 5号 ト レ ン チ 前方部 北側 のくびれ部 に近 い墳丘 に設定したト レ ンチである。 A 点 より

3.31 m に墳端 の変換 点 が見られる。 墳端 に礫 の堆 積 が見られたが、 それほ ど 大型 の石材 は

見られず石積 みも確認出来 なかった。 墳端 の墳丘封 土は礫 層 と礫 の混 入 が見られない土層
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葺石実測図(2)

との互層 であった。 周溝は14号 ト レ ンチ同様 墳端 より弓 状でしか も外側 に向 かって 低 ま っ

て 行 く。 底 には50cm 前後で達 し、 褐 色 中礫層 である。

1 6号 ト レ ン チ 前方部北 側 の墳丘に設定したト レ ンチである。 中 段 の変 換 点 の明確 な 所

は見 られないが 、 A 点 より8.6 m の地 点 にやや長 手 の石 材 の散 在があり、 このあた りに存 在

- 18 -
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したと 想定出来 よう。 中段 の上下の墳丘封 土には小礫 混 入 土の互 層 が 見られる。 A 点 より

21.26 m に墳端 の変 換 点 が 見られる。 厚 さ60cm は どの小礫層 の下より、 直径 30cm ほ どの礫 が

列 状に据 えられ ているのが 確 認 され、 墳端 石積 みと 考えられる。 A 点 より38 . 8 2 m と 3

9.82m に変 換 点 が見られる。 前者 は周溝外縁 の基 部、 後者 が肩 部である。 周溝の幅 は墳 端

と 周溝外縁 の基部間が 17 . 55m を測る。 深 さは極 めて浅 く 、 80cm 前後で底 に達 する。 黄 褐 色

粘 土層 で外側 に向 か って低 まって行 く。

8 号 ト レ ン チ 前方部正面の周溝側 に設定し たト レ ンチである。 最初 A 点 より7 . 7 m の

位置に周溝外縁 の基 部ではないかと 考えた変換点 が 見られたが 、 この直上の黒 褐 色 礫 層 が

東側 の褐 色 礫 層 の変 色 したものと の考えられること か ら、 基部の変 換 点 をA 点 より5. 3m

の位置に求 めた。 肩 部も最 初 A 点 より10.82m の地点 ではないかと 考えたが その南 側 3 m 

の間 に旧 水路の痕 跡が確認 されたために、 碁部か らの立ち上が り勾 配 を復元し 、 A 点 より

8.22m の位置に設定した。 この位 置は南 側 に設定し た各 ト レ ンチの所見と も矛 盾 し ない よ

うである。 周溝は92cm ほ どで、 褐 色 粘 士層 の底 と なる。

9 号 ト レ ン チ 前方部正面の周溝側 、 8 号 と 1 号 のト レ ン チの中間に設定したト レ ンチ

である。 A 点 より4.0 m に周溝外縁 の甚 部、 7.0 m に肩 部の変換 点 が 見られる。 さらにA 点

より16.6� 20. 7 m 付 近 で、 平 安 時 代後半 の住 居 跡ないし遺物包 含層 が 確 認 された。 肩 部か

ら南 側 1. 6 m に8 号 ト レ ンチ同様の旧水路が 確認 された。 1剖溝は1.5 m で、 褐 色 粘 土層 の底

と なる。

1 0号 ト レ ン チ 前方部正面の周溝側 、 1 号 ト レ ンチの南 側 に設定したト レ ンチである。

A 点 より5. 75m に周溝外縁 の基部、 8.3m に肩 部の変換 点 が 見られる。 外縁部の地山 にはほ

と んど礫 を含 まない。 周溝は2.1m で、 青 灰 色 粘 土層 の底 と なる。

1 1 号 ト レ ン チ 前方 部正面の周溝側 、 10号 ト レ ン チの南 側 に設定したト レ ンチである。

A 点 より3. 34 m に周溝外縁 の基部、 4.5m に肩 部の変 換 点 が 見られる。 外縁 部の地山 にはほ

と んど礫 を含 まない。 周溝は2. l m で、 青 灰 色 粘 土層 の底 と なる。

1 2号 ト レ ン チ 前方部南 側 のI吉J溝側 に設定したト レ ンチである。 A 点 より4.5 m に周 溝

外縁 の基部、 9. 5 m に 肩 部の変換 点 が見られる。 外縁 部の地山 はほ と んど礫 を含 まない土

の互層 である。 周溝は3.16 m で、 青 灰 色 粘 土層 の底 と なる。

1 3号 ト レ ン チ （南 側 くびれ部） 南 側 くびれ部に扇 状に設定し たト レ ンチである。 東 壁

ではA 点 より5. 78 m に墳端 の変 換 点 が 見られる。 中 ～大礫 を含む黒 褐 色 土 層 上にある。 周

溝は1.4 m ほ どで、 青 灰 色 粘 土層 の底 と なる。 西壁では墳端 の存在すると 考えられ るあた

りが大 き く 撹乱 を 受 け て お り明 確 と な ら な い が、 A 点 よ り6. 3 m 当 た りに あっ た の ではな

いか と 考えられる。 前方部と 後円 部と の接合部は等 高 線 の流 れる方向 が 、 扇 の中央 よりや

や 東側 に寄 った位置で変 化しており、 この当たりに求 められる。 墳端 は258.75 m より下方

にある。 要に近 い位置の地山 である青 灰 色 粘 土層 の直上からは、 有 孔円 盤 状木製品などが

底 に接するような状況で出土した。

- 19 -



3 .  出 土遺物

出士状況

埴輪は墳端 に設 定 し たトレンチの総て、 特に堆積土のうちの礫中より 多 く出土 し た。 なお

出土量では後 円部が前方部に比 べ て多い。 周 溝外縁部側では l · 3 号で数点確認された に 過

ぎ ず、 外縁部への埴輪樹 立の可 能 性は少 ない。

4 号 ト レンチ下段丘 テ ラ ス 面の肩部と考 え ら れる変換点より や や 外側で、 埴輪 基部が墳丘

封 士 に埋め込 まれた状況で確認され、 5 号トレンチ下段丘で も 葺石基部 までの調査が 十 分で

ないが、 ほ ぼ 同 様 な状況が 窺 える。 5 号トレンチ上段丘 テ ラ ス面で壺形、 円 筒形、 朝 顔形埴

輪の大 型 破 片が出土した。 墳丘封土に載った小礫層中に見 られたが、 基部の残存は認め られ

ー／
o
g
 

慕
9

a 266 .877 b
 

5 T  上部丘中段 （上層 ）

a I O') 

（
廿
盆）

廿
翌
撰

＇
 

4 T 中部丘中段
A 262 . 346 B 

a 266 .877 b
 

5 T 上部丘中段 （下層）

り ; 0 
5 T  中部丘中段

第 12図 埴輪出土状況図
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か 、 肩 部か らの倒 れ込 みか 、

いずれとも断定できない。

土器片 は14号 ト レ ンチの

墳 端 より埴輪片 と共に出土

し た。 またくびれ部南 側 の

墳端 より1. 5 m 外 側 、 地 表

下 l . 2 m の 青 灰 色 粘 土層

（ 地 山 ） 直 上か ら木製 品や

埴 輪片 な ど と共 に土器 片

( S 字 状口 縁 台 付 甕 ） が 出

土し ている。I゚ I I I I I 
50cm 

第13 図 木製品出土状況図

遺物

壺形埴輪は2 · 4 - 7 · 13 · 16号 の 各 ト レ ンチか ら出土し ている。 形態は4 号 ト レ ンチ例の

ような二 重口縁 壺と考えられ、 底部には焼 成前の 穿 孔が 見られる。 なお頸部と胴部との 境の タ

ガ の 有 無 は不 明 である。 法 量 は口径5 1cm 、 高 さ67cm 、 底 径 10.4 cm を測る。 調 整は2 次縦 ハ ケ メ

を基本とし 、 大区画の 接合部分には横 方向 の ハ ケ メ も施される。 焼 成はやや低 温 の ようで、 か

つ黒 斑 が 見られる。 透 し 孔は三 つ巴 が 口 縁部に4 、 円ないし 巴 形が胴 上部に2 、 小 型 の 巴 形 が

胴 下部に 1箇 所そ れぞれ見られる。

_., .... . ' 、

m
 I I 

2 ( 1 5T ) 

学('"·- ,.e­

必年Ii.'.ボ会t
�\;;; ぷ、
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I I 
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ぼJ ? 
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I 

1 : 3 ( 15 T )  

第14 図 埴輪タ ガ 形態
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円筒 • 朝 顔 形埴輪

全体の 形の 分か るもの はない。 口縁部

形態は特 殊 器 台 的な有 段 口縁 と逆 ハ の 字

状に開 く 単 口縁 で、 基部が ほ とんど直立

する形態である。 2 次縦 ハ ケ メ を基調 と

し 、 A 種 ヨ コ ハ ケ が僅 に見られる。 タ ガ

は総 て貼りつけで、 M 字 状ないし 台 形の

突 出度 の 大きいもの と小 さいもの を基調

に、 断 面 三 角 形気 味 で先端 が尖 る突 出度

の 大きいもの 、 突 出 面 に刻 み目の 施され

たもの も見られる。 透 し 孔は巴 形、 三 角

形、 方 形などが ある。 一 段 に 3 孔以 上で

あるが 、 そ の 組 み合わせは明確 でない。

淡 褐 色 を呈 し 、 黒 斑 も見 られる。

囲 形 埴輪 ( 18図 7 )

13号 ト レ ン チか ら出土し ている。 当初



は円筒 埴輪 の基部と考えて いた もので、 上端 部に接合 し た 痕 跡 が見ら れず 、 かつ上端 部内面

にヨ コ ナ デ が認められた こと から、 囲 形埴輪 ではないかと考えた 。 調 整等 は円筒 埴輪に同 じ。

土器

s 字 状口 縁 台 付 甕 と壷 がある。 壷 は胴 部 が球 形に近 い形態と考えられ、 肩 部に櫛 状工具 に

よる刺 突 文が施されて いる。

木製品

有孔円盤 状木製品 (21 図 1 ) 直 径 18.3cm 、 厚 さ1.4cm。 断 面台 形状を 呈 し 、 中央 とその周

辺 に穴 があけられ、 台 形 の下 面の面には弧 状に細 い沈線 が巡 る。

刀 状木製品（同 2 · 3 ) 一 端 が尖 り、 一 端 が円形状を 呈 する。 長さ28cm 、 厚 さ1 -l .5cm。

棒 状木製品 （同 4 · 5 ·7 ) いず れも一 端 が欠損 し て おり 、 さらに長くなる。

4 . 小結

墳丘

墳丘裾 の石積 みあるいは変換点 を 墳端 とし た 場合 、 墳丘南側 の縁線 の標高 は東 から西、 北側 で

1 ( 14 T )  

゜ 20cm 

『 疇
2 ( 14 T )  3 ( 14 T )  

第1 5 図 土器
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は西から東、 前 方部正面では南 から北 に向 かっ て徐 々に低 ま っ てゆ く 状況にあ り、 一定の方 向 性

をもってい ると見られ ることか ら、 墳端 として捉 えてもそれ ほ ど無理のないものと言えよう。 こ

れ らか ら墳丘規模を復元すると全長169 m 、 後円 部直径92 m 、 同 高 さ15 m 、 前方部幅68 m 、 同 託

さ8.5 m となる。

墳丘は前 方後円 墳であ るが、 その前方部の正面の形態はこれ まで明らかでなかった。 今回 正面

の中 央 部付近 が僅 に外側 へ突 出する剣 先 状の形態であ ることが、 周溝外縁 形態などの明らか にな

るのに伴い考えられるところ となっ た。

墳丘の構築形態は、 後円 部では葺石などが確認 され たことにより3 段築成であ ることが明らか

となっ た。 前 方部 では葺石などの明瞭 な痕 跡を残 す部位は確認 され なかったが、 墳丘斜面中 央 よ

りやや上方に変換点 と捉 えられ る部位が見られ 、 2 段築成と考えられ るところ となった。

後円部 上部丘の中段 の変換点 は西から東 、 南 か ら北 に向 かっ て低 まり、 約30cm弱 の高 低 差 を持

つ。 同 じ く 中部Ji: の中段 の変換点 も上 部丘と同様 の方向 で低 まっ てい るが、 その高低差 は50-60

cm 前後とやや大きく なってい る。 この中段 は引 き統 き前方部に続 く ものであ ろ うが接続 状況は明

確 でない 。 前 方部 の中 段 の標高 は後円 部の前方部よりで確認 され た位置の標高 よりl m 程 高 く 、

前方部の中段 は東 から西に向 かって低 まっ て行 く 状況が捉 えられ 、 墳端 の傾 きと若 干 の違 い を見

せる。 また前方部正 面も南 から北へ低 まっていき、 約60cm の高低差 をもっ てい る。

葺 石は基底 部に直径30cm 前後の比較的 大型 の石材 を使 い 、 それ 以 上をやや小振 りの石材 で葺＜

もののよう であ る。 しかし葺石は某 部か ら上 方に2 m 前後確認 されたにすぎ ず、 さらにその上ま

で存在していたのか否 か 明らかにできない。 しかし墳端 のト レ ンチ内に堆積 する礫 の量 からすれ

ば、 さらに上方まで存 在していた可能 性 は強 い のではない かと考えられる。

中段 の幅 は検 出され た最も広 いものが上部丘では1 .2 m 、 中部丘ではl m であ り、 特 に4 号 ト レ

ンチでは埴輪が伴っており、 これ らからすれ ば狭 く てもl m はあ ったものと推定できよう。

埴輪は4 · 5 号 ト レ ンチの状況 から、 後円部 の下 部Ji: の中段 には囲続 され てい たものと考えら

れ る。 上部丘の中段 からも大型破片 の検 出があ り可能 性 は否定できない が、 今回 の調査では明確

にできなかっ た。 また前方部においての埴輪の在り方も、 樹立 が中段 なのか墳頂部なのか明らか

にできなかった。 またこれら埴輸 の中に壺 形埴輪がどのような間隔 で、 あ るいはどこに樹立 され

てい たかは明確 とならないが、 検 出場所は全体に及んでいる状況にあ る。

周溝

周溝は墳丘と同 形態の一 重であ るが、 南側 の2 - 1 - 2 · 3 - 1 · 6 号 ト レ ンチのそれぞれに

おい て3箇 所の変換点 が確認 され、 その外側 から2箇 所の変換点 のいずれをも肩 部として捉 えた。

こ れ らか ら周 溝 の幅 は南側 で広 く 、 15-25 m の規模となる。 周溝 の底 は古墳 の立 地 が傾 斜面上 に

あ るため南側 が高 く 北側 が低 く 、 約1.5 m の高低差 であ る。

築造 年代
( 2 )  

埴輪の形態、 調 整方法 などは川西編 年に 対比 すれ ば、 I - II 期 ( 4 世紀 中～後半 ） に、 タ ガ の
(4)  

刻 み目は奈良 県メ ス リ 山 古墳 ( 4 世紀 中 ～後葉 ） 出士例に顕著 に見られ る。 壺 形埴輪は大 阪 府 御
( 5 )  

旅 山 古墳など4 世紀後半 代の古墳 に 多 く 見られ 、 その中 でも古い 形態をとるものと考えられ る。
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しか しこ れらは本例を除 き口縁部に透 か し孔をもっ ていないD 透 か し孔をもつ例としては群 馬 県
( 6 )  ( 7 )  

堀 之 内遺跡、 埼玉県濡 l i l 古墳などより出 土した特殊壺 形土器 に見られ、 4 匪紀 中頃 の年代が考 え

られている。 また壺形埴輪で はないが口縁 部に透 か し孔をもつ例は、 メ ス リ 山 古墳の特殊 円 筒 埴

輪に三 角 形などの形が見 られる。

土師 器 壺は形態的にはS 字 口縁台付甕 の肩 部 に横走ハ ケ メ をもつ段階 の壺の形態に近 い 。 刺 突

文は伊勢型二 重口縁 壺などに見られるが、 群馬 県下で はS 字 口縁台付甕 の肩部に横 走 ハ ケ メ の見
(8) 

られる段階 で、 4 世紀 中葉頃 が推定されてい る。 なお伊勢型二重 口縁壺 の皿 � w 期の口縁 部形態

( 4 冊紀 中～後半 ） が本墳出 土の壺 形埴輪に類似す る点 が興味 深 い。

以 上の点 か ら4 世紀後葉頃 、 あるいはこ れをややさか のほ る時期を想定しておきたい。 なお木
(9) 

製 品 は京 都府今里車塚古墳出 土品などに比 べ立 体感 が無 く、 今後さらに検討が必要か と考 えられる。

第 2節 丸山塚古墳
1 .  石室

既 に露 出 してい る北端側 の数枚 の天井 石を基準 に、 セ クシ ョ ンベ ル ト を主軸 方向 に設定して掘

り下げを行っ たとこ ろ 、 天井 石の周囲 に礫 が部 分的で はあるがカ マ ボ コ 状に充填 された状況が窺

え、 控え積 みの施 設と考 えられた。 こ れは10cm 前後の栗 石と、 30cm 前後のやや大型 の礫 とか らな

る。

控え積 みの範 囲 は深掘 りを避 けたため明確 となっ た所はない。 それで も東壁側 で 基底部 よりl . 5

m の範 囲 で 栗 石などがやや急角 度 で 落 ち 込 ん で行く状 態が認められ、 控え積 みの端 に近 い ので は

ない か と推定された。 西壁側 で は中 央 や や東寄 りの基底部側壁 よりl . 5 m 、 南西側 ではやや識別 が

困 難 であるが同 じくl . 8 m あたりで栗 石が切 れる状 態で 、 やはり端 に近 いものと言 えよう 。 南壁側

は栗 石が基底部側壁 より60cm程 で切 れ、 幅 の狭す ぎ る嫌 いが ある。 しか し北壁側 にもほ とん ど見

られず、 さらにボ ー リ ング調査でも 顕者 な礫 の存在も無 い よう であり、 東 ・ 西壁 とは若 干 の違 い

が あるので はない か と考 えられる。 こ れらか ら控 え積 みの範囲 は 石室の周 囲 に幅 l . 5 m 前後に存在

す るので はないか と推定される。

天井石は北側 より4 枚 目まで と、 南側 より10枚 目まで の計14枚 は両壁 より差し渡 されて架 設さ

れていたが 、 こ の間の5 枚 前後と推定される範囲で は抜 き取 られているよう な状況を呈 し、 昭和

45 年に開 口 してい た石室を塞 ぐ ため埋 められた砂利 砂 が露呈 してい た。

こ の天 井 石に達す る間の厚 さ0 -60cmにおい て、 粘士 などを貼 っ た状況は全く認められず、 耕

作土 と考 えられる褐色土 が見られるのみであっ た。 また天井石の石と石の隙 間 に粘 土 などを充 填

した形跡も全く認められなか っ た。 こ のよう な状況は、 既 に天井石部 分まで 後世 の人 の手 が入 っ

たこ とを示してい るもので あろ う 。 明 治40年の発見された折 りの状況が 『 山梨 日 日新聞」 に「古

墳の土をも掘取 りて同 埋 め立てに使 用せん としてだん だん に掘行 く内図らず石棺 とも見ゆ るもの

に掘 当てたるより其 上石を取 り除 けば下 に朱詰 となりて」 と掲載 されており、 またその後、 昭和
(11) 

3年の小松真一氏 の報 文におい ても 総 ての天井石 が取 り上げられている状況が記 されてい るなど、

今回 の調究 結果と合致す るものとい えよう 。
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石 室 は主 軸 をN - 38° - E に とる竪 穴 式 石 室 である。 四 壁とも偏 平 な自 然 石 を小 口積 み に 、

持 ち送 り式 に 構築して いる。 基底 部 幅 が l .05- 0.85m であるのに 対 して 、 壁上 部に 至 って は

幅 30cm 前後と狭 く、 特に 基底部から2 - 3段 H あたりより傾 斜を強 める状況といえる。

基底 部 の石 は、 長手 でかつ大振 りの石材 が使 用 されて いる。 この甚 底 部 の石 は東 ・ 西壁の

場合 、 中央部 が 両端 に 比 べ5 cm ほ ど低 まって おり、 緩 や かな弓 状を呈 して いる。 また基底 部

隅 の石 材 は小 口 面 を長く石 室 の内 側 まで突 出 す るよ う に 据 えら れて おり、 特に 北 壁側 に 顕 著
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で あった。 規模は床 面で 長さ5.55 m 、 幅 が北壁 で 1.05 m 、 南 壁 で0.85 m 、 高 さが北 壁 で0.85 m 、
南 壁 で0.65 m を測 り、 やや北 壁側 の 広 い矩 形を呈 し ている。
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床 面 は基 底 部 石材 の下に浸 食 の著 しい部分があった 。 現 状ではほ ぼ平 坦 に近 くかつ中 央 部

が僅 にくぼんでいるが、 基 底 部の石材 の状況からすれば従 来 よりは両端 から中 央 部に向 かっ

てやや低 まっていた ものと考えるのが至 当であろ う。 しかしこのくぼ みは木棺 を据 えれるよ

うなU 字 状ではなく、 ごく浅 いものと 考えられる。

石 室内の墓 底 部の石 材 には内側 を向 いた 面 ばかりでなく、 上面 にも赤 色 顔料が塗 布 されて

おり、 石 室を構築するさいにこの 面 で最初 の 一 区切 りのあった ことが推定される。 床 面 も全

面にわ た り 赤色 顔料 の塗 布 が認められた が、 中 央 部では床 面 の剥 落 などからか、 やや薄 いよ

うであった 。

東壁 • 西壁 とのそれぞれの中 央付 近 の石材 には、 直 径 3cm 前後の珠文 が施されていた 。 こ

の珠文 はよく見 なければ見落 と してしまうような薄 い 色 調 のものが多 く、 明 瞭 に確認できる

ものは少 ない状況であった 。 その塗 布 される部位の間隔 にはこれといった 基準 はないようで、

小 型 の石 材 には概ね 石材 の中 央 あた りに1 個 、 大型 のやや幅 のあるようなものには2 個 ぐ ら

いであった 。 珠文 の数は西壁に34個 ほ ど確認 された のに対 して、 束 壁では1 5個 と少 ない。 し

かしこ れは 東 壁の 中 央 部当た りに見 られる攪乱土 の中 にビ ニ ー ル 片 が混 入 していること から

分かるように、 後世 の積 み直 しのた めと考 えられる。 恐 らく本石室を塞 ごうとした 昭和45 年

の時 のこ とと考 えら れ、 積 み直 した 石 材 の外側 を向 いた 面あるいは石室内に 落 下している石

材 の小 口 面などに珠文 の 施されている例が見られ、 その数は西壁に近 かった ものと想定され

る。 これ以 外 には天 井 石 の南 側 から10枚 目 の内面に赤色 顔料で 「 園 山口」 なる文 字 の書かれ

ているのが確認された 。 一 字 がおおよそl6� 22cm 角 で 、 左 より右 に向 かって書かれている。

また 天 井 石 の南 側 から5 枚 目 と6 枚 目 との間をふ さぐ 壁の用材 と考えられる小 振 りの石 材 の

外側 を向 く小 口面 にも珠文 が認められた 。

これら一 連の赤 色 顔料の成分は、 東京 国 立 文化財 研究所の江 本義 理 先生に分析 していた だ

いた とこ ろ 、 ベ ン ガ ラ （酸化 第 二 鉄 ） であることが明 ら かと なった 。 また 、 石 材 は山梨大学

教授• 理学博士西宮 克彦 先生に鑑定していた だいた と ころ 、 石英安 山岩 で、 本町南 部の七貨 ・

善 藤付 近 に産 するものが使 用された ものと推定できるという。

2 . 墳 丘 お よ び周溝

1 - 1 号 ト レ ン チ 墳丘の北 側 に設定した ト レ ンチである。 A 点 より3.0 m 、 5.02m 、 6.95

m 付 近 に変換点 が 見られるが、 3.0 m 付 近 ではもち ろ ん5.02m 付 近 でも6 · 1 1号 ト レ ンチと の

関係 からすれ ばやや内側 に入 り込む嫌 いがあり、 明 確 性 を欠くが6.95 m 付 近 を墳端 と見た 。

墳端 に石 積 みなどの 施設は全く見られなかつた 。 周 溝 は地表 下l.37 m ほ どで、 黄 褐 色 粘 土 層
(10) 

の底 となる。 こ の ト レ ンチを設定した 部分 はかって帆 立貝 式古 墳の造 りだしとされていた 所

であるが、 底 面直 上の褐 色 土 層 中 より埴輪の小 片 、 さらに陶 磁 器片 などの出土 が確認 され、

後世 の開 墾 によって造 りだ し 状になった ものと判 断 された 。

1 - 2 号 ト レ ン チ l - l 号 ト レ ンチの北側 に周 溝 外縁 を確認するた めに設定した 。 A 点

より2.8 4 m に 基 部が、 4.24 m に 肩 部の変換点 が見られた 。 周溝は地表下l m ほ どで、 粘 質 の

褐 色 土 層 の底 となる。 なお肩 部からの深 さは62cm である。
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6 号 ト レ ン チ 墳丘の北東 側 に設定したト レ ンチで ある。 A 点 よ り10. 11m に墳端 の変 換

点 が見られる。 墳端 あたりの墳 丘 封 土は粘 土、 小 礫 混 入 土など の互層 で ある。 墳端 に小 礫 の

堆 積 は見られるものの、 石積 みなど の施設はなかっ た。 周溝は地表よ り1. 8 1m で 、 青 灰 色 粘

土層 の底 となるU

2 - 1 号 ト レ ン チ 墳丘の東側 に設定したト レ ンチで ある。 A 点 より10. 3 m に中段 と考え

られる変 換点 があり、 80cm 程の 平 坦部が見られる。 しかし礫 などは全く 見られない。 A 点 よ

り23. 58 m に墳端 の変換 点 を求 めたが、 さ らに1.5m 外側 を考えるのが適切 かもし れない。 墳

端 に大型 の礫 の堆 積 はほ とんど 見 られず 、 粘 質 土層 の 堆 積 が厚 く 見られる。 墳端 の墳丘封 土

は粘 土 、 粘 質 土などの互層 で 、 墳頂に 向 かっ てもこの傾 向 は強 い。 周溝は1 . 64 m で 、 青 灰 色

粘 土層 の底 とな る。

2 - 2 号 ト レ ン チ 2 - l 号 ト レ ンチの東側 にJ音］溝外縁 を確 認 す るために 設定したト レ ン

チで ある。 A 点 より1 . 5m で 周溝 外縁 部の基部、 4 .5m に肩 部の変 換 点 が見られた。 周溝は1 . 3

6 m で 礫 混 入 褐 色 土の底 となる。 立ち 上 がり部分の 多く は礫層 で ある。

7 号 ト レ ン チ 墳丘の南 東 側 に周溝外縁 を確認す るために設定し たト レ ンチである。 A 点

より4.99m に外縁基部、 9. l m に肩 部の変 換 点 が見られた。 外縁 の立 ち 上がり部分は礫 混 入 土

層 と粘 土層 の互 層 で ある。 周溝は2.0 m で 、 青 灰 色 粘 土層 の底 となる。 なお底 は墳丘側 に向

かって緩 やかに落 ち 込んで行くよ うで ある。

3 号 ト レ ン チ 墳丘の南 側 に設定し たト レ ンチで ある。 本ト レ ンチの周溝側 部分につ いて

は、 調 査時の出水が激 しく 周溝の底 の確認 は明確 にならなかっ た。 A 点 よ り1 0. 5 m 、 現在の

段 の直下に中段 で はないかと考えられる変 換 点 があり 、 0.4 m 程の平 坦 面が見られる 。 A 点

より22. 88 m に墳端 の変換 点 が見られる。 墳丘封 土は礫 混 入 土層 の互層 を基 調 としている。

周溝は墳端 と考えている辺 りで 、 地表 から1.68 m を測る。

8 号 ト レ ン チ 墳丘の南西側 に周溝外縁 を確認 す るために設定したト レ ンチである。 A 点

より10.8 m に基部、 14.2m に肩 部の変換 点 が見 られる。 外縁 立ち 上 がりの部分は礫 混 入 土 層

がほ とんどで ある。 周溝の底 は小 礫 混 入 青 灰 色 粘 土層 で 、 墳丘に向 かっ て緩 やかに 落 ち 込 ん

で 行く 。 最も深 いところ で 2. l m を測る。

9 - 1 号 ト レ ン チ A 点 よ り1. 84 m に中 段 の 様 な変換点 が見られるが、 他 のト レ ンチに 見

られず 明確 にならない 。 A 点 よ り8.49m に墳端 の変換点 を求 めた。 墳端 には大型 の礫 の堆 積

はほ とんど 無 い。 墳丘封 土は礫 を含 まない 土層 の互層 で ある。 周溝の底 は青灰 色 粘土 層 で地

表 面よ り1 . 88 m で ある。

9 - 2 号 ト レ ン チ 周溝 内 に設 定 し た ト レ ン チで ある 。 2 .0 m で 青 灰 色 粘 土 層 に達 す る 。

9 - 3 号 ト レ ン チ 周溝外縁 を確認 す るために設定したト レ ンチで ある。 A 点 よ り 0. 7 m

に肩 部と考えられる変 換 点 が見られる。 礫 混 入 土層 で ある。

4 - 1 号 ト レ ン チ 墳丘の西 側 に設定したト レ ンチ で ある。 A 点 よ り11 . 9m 、 現在の段 の

直下に 変換 点 が見られる。 A 点 よ り26 .6 m に墳端 の変換 点 が見られる。 周溝は地表面から1. 4

m で 、 青 灰 色 粘 土 層 の 底 と な る 。
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4 - 2 号 ト レ ン チ 周溝中に設定したト レ ンチである 。 約 1 m で青 灰 色 粘 土層 の底 に達 す

る 。 これは4 - 1 号 ト レ ンチと の間に大きな差 をもっている 。

1 0号 ト レ ン チ 墳斤． の南 西 側 の周溝外縁 を確 認 する ため に設定したト レ ンチである。 A 点

より2.8 m に基部、 5.84 m に肩 部の変換点 が見られる 。 立ち上 がり部分はほ と んど小 礫 混 入 土

層 からなる 。 周 溝 の底 は青 灰 色 粘 土層 で 、 地表 より1. 5m である 。

1 1 号 ト レ ン チ 墳丘の南西側 で、 1 0号 と 1 号 ト レ ンチの間に設定したト レ ンチである 。 で

こぽ こが多く開 墾 の激 しかったこと が窺 える 。 A 点 より1 0. 86m に変換 点 を認 められるが、 や

や 外側 に突 出する 嫌 いがあり明 瞭性 にかけ る がA 点 より9. 56m に墳端 の変 換 点 を求 めた。 墳

端 に大型 の礫 の堆 積 はほ と んど無 い。 墳丘封 土は礫 混 入 土層 を基調 にしている ようである 。

周溝は地表 下 1. 8m で、 青 灰 色 粘 土層 の底 と なり、 外側 に向 かって低 まって行く。

3 . 出 土遺物

出土状況

埴輪は墳端 ト レ ンチの堆 積 土中からの出土がほ と んどであり、 周 溝 外

縁 部ト レ ン チからの出土は皆無 の状況であった。 しかし総量 的にはやや

少 ないようである 。 また現位置を示すような状況のものも、 全く認 めら

れなかった。

1 号 の墳端 ト レ ンチでは地表下 1.5 m において埴輪片 に混 じって陶 磁

器 片 数点 が上 部の土層 にふ さがれた状況で出土した。

鉄 製品が石室東 側 に延長したト レ ンチから出土した。 地表 下47cm から

の出土である が、 埋葬 施設が認 められず 、 かつ 覆 土が天 井 部を覆 う褐 色

土と 同 ー である こ と から、 明治40年の発掘の際 に掘り出されたものが埋

まったものと 考えられる 。

遺物

埴輪には円 筒 埴輪と 器 財 埴輪と が見られる が、 全体を復元できる もの

はな い。

円 筒 埴輪は特殊 器 台 的な有段 口縁 と 逆 ハ の字 状に開 く単 口縁 に、 設置

面が三 角 形状でほ と んど直立する 基部が付 く。 調 整は外面2 次縦 ハ ケ メ

を基本と し、 内面はナ デ 、 ヨ コ ハ ケ などが見られる 。 墓 部の外面にはナ

デ も見られる 。 タ ガ は突 出度の比 較 的小 さいもので、 総 て貼 りつ けで取

り付 け られて いる 。 透 かし孔は三 角 形、 方 形、 巴 形が有り、 1 段 に3 -

4 孔以上 穿 たれる 。 そ の組 み合わせは同 一 種類 のみが 多いのではないか

と 思 われる（第28 図6. 7 ) 。 なお基部にも透 かし孔の切 り込 みの見られ
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第25図 鉄 製品
る ものが ある（第29 図1 4) 。 褐 色 を呈 し、 黒斑 が見られる 。

器 財 埴輪は蓋 ？（第30 図4 ) や 、 突帯をハ の字 状に貼り付 け た形態の不 明なもの （ 同l -3 ) 

がある 。

鉄 製品は先端 の断 面が三 ヶ 月 状を呈 する エ具 の錐 であり、 現存長4 0cm ほ どを測る 。
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第30 図 埴輪(3)

4 . 石 室 壁 面 の 珠 文 に つ い て

次にこのベ ン ガ ラ によってこれら珠文 がいつ書かれたかを考えてみたい。 それは本珠文 が

古墳時代 のものとすれば、 装 飾 古墳の上 限 と大きくかかわり をもつことになるからである。

まず 天井石の「圃 山口 」であるが、 これは石室 の内側 に書かれていたもので三字 が幅 6 3cm

の間に収められていた。 これに対 して天井石の架 せられていた東西壁の上縁 の幅 は35cm であ

り 、 架 し たまま書 くことは不 可 能 となり 当然天井石を取 り 上 げ、 あるいは反 転 し た状態で書

かれたこととなろ う。 このよう な状況 は、 明治40年をおいてほ かに無 いと言えよう。 それは
(11) 

昭和3 年の小松氏報告 の時 点 でも石室内に出入 り する事はできたが、 開 口 部は北側 から5 -

6 枚 目の天 井石の部位であり 、 また昭和45年に積 み直されたと思 われる部分 もこの天 井石 ま

では達 し ておらず 、 いず れも天井石の移動 は不 可 能 となることによる。 また左 から右へ といっ

た書 き順 、 それに 旧 漢 字 の使 用 も、 こ れを裏 付 ける ものとなろ う。

それでは珠文 はどうであろ うか。 「圃 山口 」の書かれた時 、 その後の開 口 し ている時 のい

ず れの時 点 でも可 能 となる。 し かし 天井石の南 側 から5 枚 目と6 枚 目の東 側 間隙 部分 を埋 め

ている、 壁の用 材 と思 われる細 長 い石材 の小 口 面の東 側 （外側 ） を向 いた面に珠文 の見られ

る点 に 注 H したい。 それはその直下 の壁面に崩 れが認められず 、 また昭和45年の積 み 直しの

範 囲 も及 ん でい ない 部分 でもあるこ とか ら、 少 なくとも明 治40年 の天 井 石 を据 え 直し た時 点
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第31 図 石室珠文 関係 図

でなければ間隙 部分に埋 め込むこ と は不 可 能 と なり、 当然 それ以 前に書 かれていなければな

らないわけで、 従 ってこ れらからすれば開 口時の可 能 性 も出 てこ よう。 しかしこ れも次の理

由 などによって可 能 性 は低 いものと 言 えよう。 それは 珠文が石室の中央付 近 、 西 壁を 例に取

れば中央 約2. 37 m の間にのみ見られ、 また石材 の大 きさによって施される珠文の数にある程

度 の規則 性 が存 在したと 考えられる点 、 その位置が通常 遺骸 を 安 置したと 考えられると こ ろ

であ り、 その後 の書 き込 みと すれば極 めて偶然性 が強 すぎ る嫌 いのある点 を まずあげられる。

また書 き込むにしても石室の高 さが低 く上縁幅 の狭 い状況においては、 体を 動 かすこ と 自 体

難 しく、 横 たわってあるいは膝 を ついた姿 勢 での作業と なり、 通 常 ではや や 考えにくいと こ

ろ と 言 えよう。 さらに東西両 壁の珠文南 側 部分に おける珠文の配 列 形態 に、 左 右 対 称 の 状況

を 認 めるこ と ができる点 がある。 こ れは南 側 部分の上半斜 めが珠文を 欠いており、 意 識 的に

左 右 対 称 と なるよう に珠文 を 配 置したものと 言 えよう。

以 上の点 などから明治4 0 年においての珠文 の書 き込 みにはや や 難 が あり、 古 墳築造 時に書

かれたもの と 見るこ と ができよう。 天 井 石の間隙 を ふ さぐ のに 使 われた珠文を もつ石材 も、

開 口 時に天井石と 共に取 り上げ られ、 再 び蓋 を する時 に 埋 め込 まれたと するのが自 然 ではな

いだろ うか。 だがこ れも推 論 の域を 出ないと すれば、 今後 の類例の発見を 待 たなければなら
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な いであろ う。

5 .  石 室 壁 面珠 文処理経過

石室の 調 査 中に壁面より珠 文が発見さ れたため、 県 文化課 を通 じて文化庁に調 査 、 処 置方

法 の 指導を要 請 し、 文化庁、 東京 国 立 文化財研究所、 調 査 指導委 員 の 各 先生方 から指導 • 助

言 をいただき、 写 真 撮 影後 に 東京 国 立文化財研究所の 樋 口清治 先生の 指導の もと、 当センタ ー

職 員が樹 脂 処理を行った。 使 用 樹 脂 はパ ラ ロ イ ド B 72 である。

樹 脂 処理は床 面にの み施した。 こ れは珠文に剥 落 の 恐 れが少 な いと判 断 されたこ とからで

ある。 また側 壁の 基底 部に敷かれた石材 につ いても、 同様な 理由 から処理を見合わせた。 床

面の 処理は特に剥 落 の 著 しい壁際 を中心に行 い、 数回 にわたって塗 布 した。

樹脂処理後に石室の 崩 壊 を防 ぐ ため、 石 室内に川 砂利 を充填 した。 天井石を元 に復 し、 そ

の 上に防水の ための 粘 土（褐 色 ） を厚 さ 10cm 前後に被 覆 してから土を埋 めもどした。 な おこ

れらの 処理経過 は次の とおりである。

6 月 11日 丸山 塚 古墳発掘調 査 開 始

9 月 3- 11日 石室の 壁に赤 色 の 珠文発見、 実測作 業と文化課 へ 指導方 依頼

9 月 13日 文化庁文化財保護審議会専門委員 斎藤忠先生、 文化庁主 任 文化財調 査官

河 原 純 之 先生調 査

9 月 20 8

9 月 27 日

10月 1 日

10 月 11日

10月 15- 23日

10月 16 日

10月 18 日

11月 9 日

11月 11日

11月 14 日

1 1月 28 日

文化庁文化財調 査 官 加 藤允 彦 先生、 東京 国 立 文化財研究所保存科 学部長

江 本義理先生調 査 （赤 色 顔料分析 ）

筑波 大学教授 岩 崎 卓 也 先生調 査

（故）井出佐重、 野沢 晶 康 、 飯 島進、 山 本寿々雄、 谷ロ 一 夫 先生調 査

記者 発表

石 室展 開 写真撮影 （撮 影 者 小 川 忠博氏 ）

元 東京 芸術 大学教授 日下八光 先生調 査

明治大学教授 大塚初 重先生調 査

岡 山 大学教授 近 藤義 郎 先生調 査

日本考 古学協 会山梨大会で現地公開

丸山塚 古墳整備工 事開 始

東 京 国 立文化財研究所 江 本先生 、

同 研究所第三 修 復技 術 研究 室長樋 口清 治先生調 査 （保存科 学）

12月 14- 18 日 床 面の 赤色 顔料（ベ ン ガ ラ ） の 樹脂 処理。 な お珠文につ いては樹 脂 処理は

見合わせ、 自然 の 状 態での 保存とした。

12月 19- 22日 石室の 埋 めもどし。 調 査 終 了 。

6 .  小 結

墳端 における変 換 点 は明瞭 な もの が少 な い中で、 判 断 可 能 な 部分を参考にかつ 標 高 な どを

加味して墳端 の 位置 を推定した。 こ の 結果、 南 側 の 3 · 7 号 ト レ ンチの 間に最高 位が、 北 側

の l · 11号 ト レ ンチ の 間 に最低位 の 存在 が考 え ら れ、 現 地形の 変 化と対応 す るよう である。
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これらか ら推定した 規模は東西• 南 北 ともに 直径72m 、 高 さ 1 1 m (北 斜面） ほ ど が算 出さ れ

墳丘の構築は2 段築成と考えられる。 これは現状での段 の直下にある変 換 点 を中段 として

捉 えたものである。 このため中段 の明確 な幅 は全く確認 できなか った。 中段 は墳丘斜面のほ

ぼ 中間にあり、 南 側 か ら北 側 に向 か って低 まって行き、 その高 低 差 は1.2m 以 上になろ う 。

葺石 に つい ては、 墳端 に礫 の堆 積 が殆 ど 見 られなか ったことか ら、 設備されてい なか った

とみることができよう 。 また埴輪については墳端 の堆 積 士 層 か ら検 出さ れてはい るが、 い ず

れのト レ ンチにおい ても樹立の痕 跡 は認 められなか った。

周溝は一 重であるが、 北側 で狭 く1 5m 、 南側 で広 く25m 程をはか る。 周 溝 底 は南 側 が高 く

北 側 が低 く、 標 高 で約2 . 5m の高 低差 をもってい る。 なお底 か ら肩 部までの高 さは北 側 で60

cm 、 南 側 で2 . 18m であった。

築造 年 代

埴輪は 銚子塚古墳のものに 比 べて、 タ ガ の突 出度、 基部形態に若 干 の違 い が有るよう だが、

透 か し孔の形態、 調 整など 大枠 では類似 性 が強 くこれらか らすれば5 世紀 のごく初 頭と考え

られ、 さ らにそれより幾分潮 る可 能性 もある。

年代がある程度推定さ れたところ で、 石 室壁面に 見られる珠文 につい て触 れておきたい 。

装 飾 古墳は4 世紀 後 半 の石棺 系 装 飾 古墳に始 まり、 その後 石障系 、 壁画系 、 横 穴 系 といった
(l,l 

装 飾 古墳が出現 してくることは、 既 に明らか にさ れてい るところ である。 これらは装 飾 の施

された場所 による分類 であり、 これに 従 えば本墳例は竪 穴 式 石室とい った違 い は有るが、 壁

画系 に分 類 されるものとなろ う。 しか し弗 画 系 の出現 は現段階 では6 世紀 前半 の福 岡 県 日ノ

岡 古墳例が最古とされており、 本墳例はこれを遥 か にi朔 ることになり、 時間的さらには空 間

的にも孤 立することになる。 しか し古い 時期の石棺 系 装 飾 古墳の分布 を見ると山 陰 ～北 陸 地

方に見られ、 「装 飾 」 とい った風習 が比 較 的広 い 地域にまで波 及 してい たことが窺 われ、 本県

の地域でも幾 らか は触 れたであろ う とすることは否定できない ところ とい えよう 。 しか し本

県 は石棺 の未 発達 地域であり、 その場 合、 石棺 に代わるものへ 装 飾 を加 えることは十 分考え

られると ころ である。 それが壁に表 現さ れたものとすれば、 先 程の壁画系 としては大きな時

間的、 空間的の違 い の存在を埋 めることができよう 。
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第 4章 保存整備工事

第 1 節 墳丘お よ び周溝 の 復元

発掘調査の成果 に基づ き、 古墳の規模、 形態について第3 · 22 図の様に復元した。 しかし、

これらを復元していくうえで 、 明確 な変 換 点 を捉 え切 れなかった部分 も あり、 今 後に 残 され

た課題 も 多いも のと 言えよう。

銚子塚古墳

墳丘のほ ぽ全体 にわたって開 墾 されており、 墳端 の土砂 の堆 積 状況を見ればかなりの破 壊

が考えられ、 肩 部の原 型 はほ とんど残 っていないも のと いえよう。 特に破 壊 の著 しい部分 は、

前方部で は南 側 斜面 で あり等 高 線 の状況によく見る こと がで きる。 後円部で は西側 から北西

側 斜 面にかけて大きな崩 れが見られる。 また墳頂部では南 西 から 東側 にかけた肩 部に特に著

しい崩 れの跡が認められる 。 それはl m 前後にも 及 ぶも ので あったりしたので 、 これらの状況

を加味して復元を行った。

墳頂部平 坦 部の規模は、 先 程の状況と中 段 の立ち上 がり角 度などから 、 おおよその推 定 を

下 したもので ある。 中 段 は上下 の2 段 にわたり確認された。 南 東 、 南西、 北西の斜面で 、 葺

石と それに埴輪などが明瞭 に認 められ、 これらの変換点 を基に復元したも ので 、 一 定 の方向

性 をも っている。 下 段 の中段 と 対 応 する 前方部の中 段 の変 換 点 は明瞭 なも のがない。 しかし、

それと 考える 部分とを結 んで みてもそれほ ど矛 盾 は無 いようで ある。 前方部と後円部との接

続 する 当たりを中 心にしてそれぞれの端 に向 かうに連れて標 高 を高 めている。 墳端 は周溝の

底 と 墳丘封 土と の変換 点 を比 較 的明瞭 に捉 えられる 箇 所が多く、 これら を甚 に裾 の縁 線 を決

定 した。 特に前方部正 面の裾縁線 は、 周溝外縁 の形状から推 定 したも ので あったが造 成工 事

の削 平 の際 においても 、 墳端 が推 定 線 より外側 に突 出 している 状況は認 められず、 妥 当性 を

も つも のと 言 えよう 。 埴輪の施設は下段 の中段 において樹立されていたこと が確認で きたが、

上段で の存在の有無 が今 一 つ明らかにならなかった。 またこれと 関係 する 中 段 の平坦 部の幅

については、 総 ての段 で 明らかになっていない。

周溝外縁 については基部、 肩 部と思 われる 変換点 が確認され、 これらによって復元した。

ただし南 側 の部分については外側 2 箇 所の変換点 も肩 部と して捉 えたが、 その最も外側 の終

末 については明らかで ない。

丸山塚古墳

墳 丘は全 面に わたり開 墾 、 耕 作さ れ ており、 墳端 に 堆積 し た土砂 の量 、 石 室の天 井石 の一

部が露 出している ことなどから削 平 の著 しいこと が窺 える 。 墳頂の平 坦 面は墳丘の立ち 上が

り角 度を延長して推 定 したもので ある。 中 段 には葺石の施設も 、 埴輪の施設も 認められず、

現状の段 の直下 に 見ら れた僅 な変換 点 を中 段 と考えて復元した。 墳端 は銚子塚古墳ほ ど明瞭

で は無 かったが、 周 囲 のト レ ンチにおける 状況や標 高 などを加味して復元した。 その中 で 北

側 部分については墳 丘の等 高 線 がかなり直線 的に 走 っている こ とから 、 墳丘が偏 円形を呈 し
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てい た 可 能 性 もあり A 点 より 4.fm の 変 換点 がそれ に あたる，） しか し 削 平 の度 合が不 明 で、

かつ6 号 ト レ ンチの 坊端 との関係 か ら さら に2.l m ほ ど外側 に墳端 を設定した。

固溝外縁 部は その変 換 点 が比 較 的明 瞭 に捉 えら れ、 これら を結んで復 元 した が、 甚 部の標

高 か ら すればそれ ほ ど無理のない ものと言 えよう 。

第 2 節 墳丘お よ び周溝 の 保存整備工事
1 .  整備方針

古墳の各 部位が後世 の開 墾 などによってどれだ け 削平 され、 逆 に盛ら れた のか が調査 によって

的 確 に捉 えら れれば、 築造 当初 の姿 を復元することができる。 しか し、 多 くの場合前者 であ り 、

この場合には 周 囲 の状況などを加味 して推定してい く 以 外方法 は ない 。 今回 の調査 におい ても 、

銚子塚古墳の後円部の中段 の変換点 は 、 葺石の基部が確 実に残 っており 後者 の例となるが、 逆 に

肩 部には なんら 設備がなく 削 平 されており 前者 の例 となろ う 。 同 一構造物 の基と端 とにおい て確

実なも のと不 確 実なも のとが同居 してい る状況 とい えよう 。 丸山塚古墳の場合には 明 確 な変換 点

が少 なく、 推定部分の入 り 込む余 地が大 きい ものと言 えよう ぃ

このよう な状況を考 えると、 部分的な発掘から くる矛盾 も考えら れ るところ であり 、 現状に近

い 形態での復元が最 も良 い であろ う とい う ことに結論 され た。 現状に即 した整備を基本として、

調究 によって得 ら れた変換点 をその直 上の盛 り 土部分に表現 する方法 を取 った。

墳丘等 の復元に併 せて教育の活用に供 するため、 石室表 示をおこない 、 さら にこれら を園路 によって

結ぶ こととした。 また 中間 地常 には休憩施設それ に併 せて照明 施設をも設置す ることとした。

古墳の周 囲 に存在する人家 につい ては 、 中低 木をその際 に植栽 して生け 垣 を作 ることにより 、

直接中が見 えない よう に遮蔽 した 。

2 . 整備計画 お よ び工事仕様 （別添 実施設計図）

復元は 現状の崩 壊 部に盛り 土する方法 を基本とする。 この盛 り 土には 崩 壊 部の修 正とそ れ に芝

貼り の床 土の両者 を含んでい る。 崩壊 部の修 正には 墳端 2 次堆積 土の削平 したも のを充 るが、 そ

の多くは 場外か ら の搬入 土である。 これら 盛 り 土 の厚 さは 崩 壊 状況 によって一様でなく、 特に中

段 や墳頂の肩 部が厚 く中には l m 前後に達 するところ もある。 芝貼り の床 土は 一律 10cm の厚 さと

する。

整備工事の基準線 は 丸LI I塚古墳、 銚子塚古墳とも に発掘用基準線 を使 用したc

墳丘

現墳丘および周溝 上などに 密生してい る桑 、 篠竹 、 すもも などの果樹を、 墳丘上は 人 力 、 その

他 を重機による抜根後、 上記仕様に基づい て土工 事を実 施した 。 特に重機の使用 に当たっては 遺

構 面の保存に留 意 した。

墳頂縁 、 上 ・ 中・ 下部丘裾縁 、 同 中段テ ラ ス 面肩部 の各 部位につい ての位置 を設定し、 盛り 土

整形を行った。 盛り 土の実厚平均 は 銚子塚古墳の場合、 墳端 で20cm 、 斜 面上で10cm 、 墳頂肩 部で

70cm (0.4- 1. l m ) 、 同 中央 部で25cm 、 丸 山塚古 墳の場合墳端 で27cm 、 斜 面上で10cm 、 墳頂肩 部で

57cm (48-70cm) 、 同 中央 部で35cm を測る。 転圧 はパ ワ ー シ ャ ベ ル のバ ケ ッ ト に よるほ か 、 人 力
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による叩 き板 によ った。

中段 のテ ラ ス 面の幅につい ては、 現状と同程度 とした。 また埴輪列 の表示は不 明な部分が多い

ことか ら行なわないこ ととした。

墳丘 面の保存 につい ては、 野芝の総 貼りとした。 風雨 、 見学等 によ る崩壊 を防止し、 合わせて

古墳の景 観を整えるためである。

墳丘には園路 を巡 らせた。 墳頂に登 るための階段 、 それに墳丘上の芝生 プ ロ テ クタ ー などである。

周溝

周溝部分も墳丘同様現状に即 した整備を行い、 立 体的復元は行わなかった。 こ のため堆 積 土の

切 り土は最小限 に止 め現状を整形した後 、 基底部幅 に縁 石を並 べ、 この間に厚 さ10cm の枠 石転 圧

をおこない、 さら にその上に厚 さ10cm の玉 砂利敷きとする。 周溝外縁 の立 ち上がりを芝貼り、 そ

の肩 部を植栽 で表現 することとした。 また周溝内の水処理の為 に、 U 字溝、 ビ ニ ー ル パ イ プ 、 透

水管な どによる排水施 設の埋 設を行う こと とした。 なおこれらはさら に敷地の外周部に設置した

U 字溝や小水路 に流 れ 込 み史跡 外に排 出されるようにする。

園路

園路は考古博物館 、 日本庭 園と史跡とを有機的に 結び付 ける導線 とした。 丸山塚古墳か ら銚子

塚古墳に至 り、 さらに東 山 山麓 を経 て上の平 方形周溝墓 などへ抜 けられ るよ う にもした。

丸 山塚古墳の北西側 と南 東側 の周溝縁辺付近 に踊 り場を造 り、 周溝内へ の出入 り口 とし、 墳頂

には墳丘に造 った階段 の墳斤園路 で昇降出 来 るように した。 丸山塚古墳か ら銚子塚古墳へ は、 両

古墳の中間地帯の園路を通 り、 銚子塚古墳の前 方部の周溝正面に通 ずるようにした。 また銚子塚

古墳の墳頂にも同様な階段 などの墳丘園路 を設けて昇降出来 るようにした。 さらに南 側 に走 る農

道 に、 く びれ部と後円部南西側 の2 箇 所か ら階段によって行 き来 出来 るようにした。

踊 り場はいず れも枠石 10cm 、 コ ン ク リ ー ト 10cm の基礎 のうえにモ ル タ ル 下 地で平均直径 35cm の

御 影 石の洗 い だ しとした。

墳丘園路のう ち階段部分は景 観上を考え、 擬 木（直径10cm) 、 玉 砂利敷きとした。 幅 員 を1 . 5

m 、 1段 の高 さを20cm に統一 した。 また階段 の両側に擬 木支柱 を等 間隔 で設置 し、 これに芝生 内

へ の立 ち入 り防止 を目的としたチェ ー ン （黒色 、 プ ラ ス チッ ク 製 ） を取 り付 けた。 銚子塚古墳前

方部の墳丘 園路 は、 芝貼り後に4.75cm メ ッ シ ュ の芝生 プ ロ テ ク タ ー を幅 1. 5 m で後円部との接続 す

るあたりまで設置した 。

中間 地帯の園路 は玄武岩角 礫 で縁 石を形どり、 幅員 1. 5 m で枠 石敷きとした。

照 明施 設

屋 外照明 として、 中 間 地 帯に設置 した。 これは公園 として の 雰囲気 を 壊 さない よう 、 色 、 形状

に留 意 した。 その結果、 20W 内蔵型 、 太陽電池式 で自動点滅式 のものを採 用した 。 色 は落 ち着 い

たワ イ ンカ ラ ー である。 設置場所 は銚子塚古 墳の前方 部正面周溝の園路近 くと、 丸山塚古墳寄 り

の四 阿近 く の2 箇 所である。

休憩 施設

休憩 施設 は中 間地帯に集 中 して設置 した。 四 阿 、 野外卓、 背無 しベンチ、 吸 いガ ラ 入 れ な ど で
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ある。

四阿 はこ れまで銚子塚 古墳、 丸山塚古墳の墳頂に それぞれ設辟 してあったものをl つ にまとめ、

この地に移転 、 新設した。 4. 8 m 四 方の方形の作 り とし、 柱 は末 口 15cm の桧磨 丸太 、 ク レ オ ソ ー

ト 処理したものを使 用した。 床 は周囲 より 10cm高 くして、 鉄平 石自然 石貼り とした。 また併 せて

周囲 に雨 落 ち溝 を回 した。 こ の中に木製 のベンチ2 基、 吸 いガ ラ 入 れ1個 を置いた。 屋根はア ス

フ ァ ル ト シ ン グ ル 葺きとした。

野外卓 l 、 背無 しベンチ2 は、 レ ッ ド ウ ッ ド仕 上げ 、 モ ルタ ル 基礎 で、 銚子塚古墳前方部正面

の固路を挟んだ北側 に野外卓 、 南側 に背無 しベンチを設置した。

植栽

整備面には保存 と修景 上の観点 とから、 石室表 示部分 および周溝の一 部を除き植栽 を施 した。

墳丘はその崩 壊 を防止 し、 美 観を整え るのに 最適 と考え られる野芝の総 貼り のみとし、 周溝とは

縁 石に よって区切 り 、 他 の植栽 は一切 行わなかった。 なお墳丘上に生え ているドング リ などに つ

いては、 自然景 観の観点 から芝生の育成に 支障のない限 り 残 すこ ととした。 周溝部は原 則 として

植栽 を行わないこ ととしていたが、 周溝外縁 の基部から肩 部にかけての立 ち上がり法 面の表 示と

して芝貼り し、 かつ肩 部にはサ ッ キ を植栽 した。

古墳以 外にかかわる植栽 につ いては、 周溝外縁 の肩 部より 外側 の公有 地すべてが対象 となるが、

銚子塚古墳と丸山塚古 墳との中間地帯がそのほ とんどの面積 を占 める。 固路 を除き総 て芝貼り と

し、 こ の中に中 ・ 高 木のケ ヤ キ 、 コ プ シ 、 モ ッ コ ク 、 サ ル ス ベ リ 、 シ ラ カ シ などを配 した。

公有地化した 地域の境に は基本的にはド ウ ダンツ ッ ジ を配 したが、 特に 人 家 部分につ いてはサ

ザンカ で垣根として遮蔽 するようにした。

こ れらの植栽 により 緑陰 を確 保して、 史跡部分の全体に自然 のたたず まいを形成するものと思

われる。

説 明板

説 明板 は銚子塚古墳、 丸山塚古墳の個 々 の説 明板 と、 史跡およびその周辺 を含 めた総 合案 内板

とがある。

個 々 の説 明板 は、 ダ イ ヤ プ レ ー ト 製 で、 規格は縦70cm 、 横90cm である。 左下隅 に史跡指定地域

および古墳の測量 図を納 め、 それ以 外に 説 明文を入 れたものである。 取 り 付 けは鉄製 ア ル ミ メ ッ

キ のU 字型 支柱 に ボ ル ト 止 めした。 設置場所 は丸山塚古墳は北西 部の踊 り 場、 銚子塚古墳は当 初

北側 くびれ部に置いていたが、 園路が整備さ れて行く中で最 も効率良 く読 まれるであろ う 中間地

帯の圏 路南側 に移した。 総 合案 内板 は、 ス テン レ ス 地にエ ッ チング 4 色入 り 製 （デ ュ ラ ク ロ ン焼

き付 け塗装 ） とした。 上部に史跡部 分を含 めた周辺 の遺 跡の位置、 その下 に解説 文を入 れた。 設

置 場所 は、 中間地帯の圏 路南側 である。

移設構造物

銚子塚古墳・ 丸山塚古墳の墳丘上に は、 四阿 、 石碑、 石祠、 石燈籠 などの構造物 が設置されて

いたが、 こ れらは歴 史的・ 習 俗 的構造物 として、 墳丘の下 に 移すこ ととした。 こ のうち四阿 につ

いては、 既 に述 べたように 両 古墳の墳頂にそれぞれ在ったものを 1つ に合わせ、 中間地帯に休憩
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施設として移設 • 新設することにした。

銚子塚古墳に在った史跡指定碑（昭 和29年、 文化財保護委貝 会） 、 石祠、 石燈籠 は中問 地帯の

四阿西北寄 りに移 した。 丸山塚古墳に在 った郷民擁護 碑（天 保5 年） 、 丸山 之 碑（明治2 1年、 坪

井正五 郎博士撰 文） 、 史跡指定碑 （ 昭和29年、 文化財保護 委員会） の三 碑は丸山塚古墳北西側 に

ある踊 り場 に ゃ ゃ 幅 と高 さ とを圧縮 して移 設した。 なおその移 設の経過 を銅板 プ レ ー ト に刻 み、

基礎 の石に組 み込んだ。

古墳石室表示

石室の位置を墳丘上に復元表示して、 教育 活用に供 することとした。 いずれ も調査で得 られ た

控え積 み、 石室範 囲 を、 盛 土整形さ れ た墳丘 直上に縁 石、 玉 石などで表示するものである。 併 せ

て石室の説明板 も設置した。

排水工事

排水工事には古墳 そのものを直接保護 するものと、 古墳周辺 の環境を保護することによって古

墳を間接的 に保護するものがある。

古墳周 辺 の排水工事には、 まず銚子塚古墳の前方部正面の墳端 に沿 って流 れ る小水路の工 事が

ある。 この小水路は恒常的 な流水は無 いが、 異常気象時 の降雨 にも十 分耐 え得る断 面容積 とした。

その場 所も墳端際 から周溝部分の中央へ と変更、 しかも史跡整備と調和 の取 れ る工法 とした。 雑

割 り石積 みで、 底 はコ ン ク リ ー ト 洗 いだ しとした。 縁 石の上面は周 溝 内の砂利敷きとの関 係 から、

コ ン ク リ ー ト 仕 上げとした。 また中央 当たりに園路の一 部としての擬 木橋 を架 設した。 銚子塚古

墳および公有 地内からの排水の殆 どが本水路を使 用して、 史跡外へ 排水さ れ ることになる。

公有 地内 の古墳以 外からの排水の処理は、 境界際 にコ ン ク リ ー ト 製U 字溝を巡 らせ、 対処 した。

このU 字溝に古墳墳丘 および周溝 からの排水が流 れ込 み、 史跡外に排 出さ れ る。 なお銚子塚古墳

の前方部南側 などは、 今後の整備計画との兼 合いから素 掘側溝とした。 また後円部南西側 の階段

部分のU 字溝からの排水処理はビ ニ ー ル パ イ プ で西側 の墳丘裾 を巡 る既 存の側溝へ 接続 した。

古墳に直接かかわるものに墳頂と周溝の排水がある。 墳頂は芝貼 り保護 するが、表流水から肩 部

の崩 壊 を防止 するために、 肩 部にコ ン ク リ ー ト 製 U 字溝を巡 らし、 肩 部の集水桝 にあつめビ ニ ー

ル パ イ プ に よって墳丘裾 の集水桝 に落下 さ せ、 さ らにU 字溝をへ て境界際 などの側溝 ( U 字溝）

より史跡外に排 出さ れる。

周溝内の排水処理は、 銚子塚古墳 では墳丘南側 の裾近 くを沿 うようにコ ン ク リ ー ト 製 U 字溝を

埋 設し、 前方部を流 れ る小水路へ流 れ込むようにした。 また前 方部正面においてはビ ニ ー ル パ イ

プ を埋 設して、 小水路に排 出さ れ るようにしてある。 丸山塚古墳では墳丘裾近 くに主 透水管 を巡

ら し 、 こ れに副透水管 を接続 し 、 主透水管 で境界際 のU 字溝に排出 するよう にし た。 透 水 管 の回

りには枠 石を充填 する。

第 3 節 航空測量 お よ び史跡境界杭設置工事
航空測量 は、 史跡範 囲 を含む200-400 m (80000niり について行 った。 国家座標 に組 み込 み、

縮 尺 1 /zoo 、 25cm コ ン タ で実 施し た（第 2 図）。 なお測量 図 は山 梨県教育委貝 会 に保管 してある。
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史跡境界杭は、 史跡名 勝 天然記念物標 識 等 設 置 基準 規則 第4 条 に基づ き、 コ ン ク リ ー ト 製 で、

基部をモ ル タ ル で固 定した。

お わ り に

銚子塚古 墳、 丸山塚古墳の墳形、 規模 などについて、 今回 の整備事業に伴 う発 掘によって今 ま

で以 上に明確 にでき たことと思 われる。 しかしその反 面丸山塚古墳石 室の珠文 あるいは銚子塚 古

墳の壷 形埴輪、 木製品など新たな問題点 の出てきたこともまた事実であろ う。 これらは今後、 周

辺 地域の調査の進展 を踏 まえて十分 に検討を加 えなければならないであろ う。

史跡が整備され極めて快適な環 境となり、 多 くの人 たちにいつでも活用できる状況となったが、

この快適な環境を持続 させるための十 分な管理が必 要であろ う。 また、 この管理こそが史 跡保護

の万全を期 すものとなろ う。

昭和58 年より開 始した保存整備事業 も今年度をもってすべて終了 した。 この間、 文 化庁 、 調査

指導員、 風土記 の丘整備委員、 東京 国立文 化財研究所の先生 方、 および 現地などで直接、 間接に、

また整備報告書作成過 程で、 指導、 助言をいただいた多くの先生方、 それに整備監理にあた

っていただいた石 和土木事務所 の石 原春人 、 中 村 育男 、 村 山 力 の各氏に厚 くお礼申し上げま

す。

註 、 参考文 献

l .  上 田 三平 1 930 「銚子塚古墳 附 丸 山塚古墳」 「文部省 史跡調査報告」 5

2 . 川 西 宏幸 1 978 「 円 筒 埴 輪総論」 「考古学雑誌J 64巻 2 号

3 .  橋本博文 1 980 「 甲 斐 の 円 筒埴 輪 」 「丘 陵J 8 号

4 .  奈良県立橿原考古学研究所 1977 「 メ ス リ 山 古墳J

5 .  坂本美夫 1 987 「 甲 斐銚子塚古墳 出 土 の 壷形埴輪」 「考古学雑誌」 72巻 4 号

6 . 群 馬 県 藤 岡 市 教 育 委 員 会 1982 「堀 之 内 遺跡群J

7 .  埼 玉 県 史編纂室 1 986 「埼 玉 県 古 式 古墳 調 査報告誉J

8 .  田 ロ 一 郎 他 1981 「元 島 名 将 軍塚古墳」

9 .  高 橋 美 久 二 1 985 「長 岡 京市今里車塚古墳 の 笠形 木 製 品 」 「山 城郷土資料館報」

10.  小 林 広 和 他 1 984 「各 地 域 に お け る 最 後 の 前 方 後 円墳 ー 山 梨 県 」 「古代 学研究」 105
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収 入

科 目

国 庫 補 助 金

県 費

合 t 含n

支 出

科 目

発 掘 調 査 費

地形測量委託費

実施設計委托費

史跡境界杭設置
・ 説明板

丸山塚古打肖t丘
整備

事
丸山塚古墳周溝
• 中間地帯整備

銚子塚古墳墳丘
・ 周溝整備

銚子塚古墳植栽

費
· 環境整備

整坪 ・ 報告書
・ 事務費

合 計

銚子塚 古墳附丸 山 塚古墳整備事業 費 収支概要

（単位 干円）

昭和58年度 昭和59年度 昭和60年度 昭和6 1年度 附和62年度 合 計

2,500 10,633 2 1 ,988 18,000 1 2,485 65,606 

2,500 10,633 2 1 ,988 18,000 1 2,486 65,607 

5,000 2 1 ,266 43,976 36,000 24,971 1 3 1 , 2 1 3  

昭和58年度 昭和59年度 昭和60年度 昭和6 1年度 昭和62年度 合 計

1 ,508 2,817 5,332 9,657 

3,000 3,000 

1 ,950 6,200 8, 1 50 

492 492 

16,499 16,499 

32,444 32,444 

36, ⑬ 36, ⑬ 

24,CXXl 24,<XXl 

'!71 切l

5, ⑱ 21,266 43,'116 36, ⑬ 24, 切l 131,213 
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第42図 丸山塚古墳土工平面図
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第44図 丸山塚古墳排水工平面図
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同照明施設

同案内板 （全体）

説明板 （銚子塚古墳）
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